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次世代製品を開発し量産化へ産　業

長
洲
町
長
洲
の
軽
金
属
押
出
加
工
メ
ー

カ
ー
、
不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル
㈱
（
中
重
健
治

社
長
）
は
、
熊
本
大
学
の
河
村
能
人
教
授
が

開
発
し
た
次
世
代
素
材
の
「
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ

Ｉ
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
（
熊
大
Ｍ
ｇ
）」
の

製
品
化
に
取
り
組
む
。
同
大
と
共
同
開
発
を

始
め
て
１０
年
目
の
昨
年
は
量
産
化
に
向
け
た

実
証
評
価
設
備
工
場
が
完
成
、
加
工
設
備
も

導
入
し
「
よ
り
製
品
に
近
い
、
形
あ
る
サ
ン

プ
ル
の
供
給
が
可
能
」（
井
上
正
士
執
行
役

員
研
究
開
発
・
商
品
開
発
部
長
）
と
な
っ
た
。

今
年
は
サ
ン
プ
ル
の
量
産
を
本
格
化
さ
せ
る

計
画
だ
。

合
志
市
福
原
の
工
場
で
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
を

開
発
・
製
造
す
る
㈱
イ
ー
・
エ
ル
・
テ
ク

ノ
（
福
岡
市
）
は
、
来
年
度
か
ら
照
明
メ
ー

カ
ー
向
け
の
量
産
を
軌
道
に
乗
せ
た
い
意
向

を
持
つ
。「
い
よ
い
よ
開
発
製
造
か
ら
『
売

る
』
段
階
に
入
っ
た
」
と
豆
野
和
延
社
長
は

表
情
を
引
き
締
め
る
。
同
社
製
品
を
自
社
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
込
も
う
と
す
る
地
場
製
造

業
を
中
心
と
し
た
産
業
促
進
協
議
会
も
発
足

し
、
有
機
Ｅ
Ｌ
の
産
業
化
の
動
き
も
進
み
つ

つ
あ
る
。　

産
業
の
空
洞
化
が
叫
ば
れ
、
日
本
の
優
れ
た
技
術
力
に
よ
る
国
内
製
造
業
の
復
権
に
期
待
が
高
ま
る

中
、
熊
本
で
次
世
代
製
品
を
開
発
し
量
産
化
へ
動
き
だ
し
て
い
る
２
つ
の
会
社
が
あ
る
。
い
わ
ば
“
熊

本
発
モ
ノ
づ
く
り
力
”
が
、
国
内
外
の
市
場
で
評
価
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

動
き
だ
す“
熊
本
発
モ
ノ
づ
く
り
力
”

▲不二ライトメタルの「先端技術・実証評価設備工場」内に導入した熊大Mgの接合設備。回転軸の摩擦熱でマグネシウム板を接合する。工場の総事業費は8億 5千万円。
研究開発員8人を含む18人体制で量産に向けた課題解決に取り組む

▲

不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル
が
量
産
化
を
目
指
す
熊
大
Ｍ

ｇ
の
イ
ン
ゴ
ッ
ト
（
塊
）。
強
度
と
耐
熱
性
に
優
れ
、

鉄
の
４
分
の
１
、
ア
ル
ミ
の
３
分
の
２
と
い
っ
た
軽

量
化
も
実
現
し
た
。
自
動
車
や
医
療
分
野
、
構
造
材

な
ど
様
々
な
用
途
が
見
込
ま
れ
、
同
社
で
は
１
０
０

社
を
超
え
る
企
業
に
サ
ン
プ
ル
を
供
給
し
て
い
る

イー・エル・テクノの有機 ELパネルを使ったデ
ザイン照明。グラスの底にあるパネルが発光して
いる。2月にグランメッセ熊本であったくまもと
産業ビジネスフェアで撮影


